
目
宣
①
口
巳
く
①
Ｈ
の
昇
賢
旦
罰
ご
砂
⑪
冨
昌
唄
○
目
の
己
①
宅
庁
．
且
甸
騨
『
画
騨
牌
①
門
口

四
目
旦
望
ゆ
く
旨
Ｆ
ゅ
侭
巨
樹
①
、
Ｐ
且
巨
蔚
Ｈ
Ｐ
目
目
①
に
は
、
次
の
よ
う
な
語

学
講
座
が
設
け
ら
れ
て
い
る
・
国
巨
魁
Ｈ
冒
〕
』
の
巨
口
の
⑳
①
升
』
ｓ
の
目
』
国
ロ
ロ
‐

頤
ｐ
Ｈ
旨
ロ
、
国
旨
目
‐
ｐ
Ｈ
ロ
ロ
》
］
四
℃
抄
ロ
①
い
①
器
）
嵐
○
門
①
切
口
〕
旨
○
口
い
○
］
国
巨
恭
］
勺
昌
‐

厨
ご
同
○
自
営
〕
旨
目
》
両
ロ
、
、
厨
口
恭
．
ゆ
ゆ
口
爵
凰
黙
）
幣
引
ヴ
○
古
Ｈ
ｏ
呉
旨
目
》
四
四
‐

Ｉ１

●
く
旨
坐
小
』
目
置
皀
》
目
四
冒
罠
目
冒
⑦
ｇ
口
器
・
目
ｐ
Ｈ
匿
○
）
ぐ
儲
合
唇
胃
口
①
印
①
鵲
．
こ
の

１２ｉ

う
ち
教
授
、
学
生
数
か
ら
い
っ
て
隆
盛
を
き
わ
め
て
い
る
の
は
、
や
は
り

○
冒
巨
①
の
①
ゞ
宕
冒
ロ
①
の
の
》
両
ロ
陥
冒
〕
で
あ
る
。

こ
の
口
①
稗
．
に
冒
昌
。
陣
ロ
日
の
の
が
誕
生
し
た
の
は
属
ｇ
旨
い
①
を

迎
え
て
の
ほ
ん
の
忌
急
年
の
こ
と
で
あ
る
。
旨
ｓ
ｏ
陣
且
房
の
と
い
っ
て

も
、
そ
の
中
心
と
な
る
教
授
陣
や
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
哲
学
乃
至
文
化
史

に
関
す
る
独
立
し
た
授
業
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
田
口
目
巨
昇

煕
巨
目
の
、
と
称
し
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
佛
教
学
の
研
究

で
勺
昏
ロ
．
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
言
①
ご
ロ
弓
．
且

君
尉
８
口
の
旨
に
次
い
で
米
国
で
は
二
番
目
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
の
《
《
団
巨
＆
冒
輿
津
ロ
巳
①
の
》
』
の
特
色
は
、
仙
田
．
８
二
Ｎ
①

の
存
在
、
②
チ
、
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
を
教
授
陣
に
抱
え
て
い
る
、
と
い
う
二
点

に
要
約
で
き
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
教
授
陣
の
紹
介
を
中
心
に
し
て
こ
こ

Ｉ
く
く
ｊ
、
く
く
～
ｌ
く
く
ノ
ト
く
く
～
ｊ
ｌ

海
外
学
界
一
一
ユ
ー
ス

ー
ｉ
Ｉ

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
イ
ン
ド
学

一

郷

正
道

の
ロ
①
宮
．
の
現
状
を
報
告
し
、
編
集
者
の
御
厚
意
に
お
こ
た
え
し
た
い
と

思
う
。
が
、
筆
者
自
身
滞
在
期
間
が
ま
だ
短
か
く
、
一
学
生
と
し
て
多
忙

の
故
、
委
細
な
報
告
の
で
き
な
い
点
は
御
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

両
。
急
伊
ａ
］
・
己
．
○
○
国
Ｎ
①
。
Ｆ
①
○
口
ｚ
・
国
ロ
ブ
鼻
圃
》
両
旦
乏
旨
昌
．
○
①
Ｈ
ｏ
急

の
三
人
で
冒
昌
。
Ｆ
煙
口
唱
侭
①
印
四
口
・
巨
蔚
３
首
Ｈ
①
、
の
崗
四
ｏ
己
ｑ
を

構
成
す
る
。

三
十
三
歳
当
時
の
両
。
ｏ
口
圃
の
は
、
政
治
的
信
念
で
あ
っ
た
共
産
主
義

へ
の
失
望
、
結
婚
の
失
敗
等
か
ら
精
神
的
に
失
意
の
底
に
あ
っ
た
。
そ
の

彼
を
し
て
後
半
生
の
人
生
転
換
を
う
な
が
し
た
も
の
が
、
鈴
木
大
拙
博
士

の
騨
旨
罵
言
噂
冨
団
員
へ
冒
吻
篭
と
の
避
遁
で
あ
り
、
以
後
、
大
拙
博

士
が
彼
に
は
カ
リ
ズ
マ
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
彼
自
ら
告
白
す
る
と
こ

』３く

ろ
で
あ
る
。
か
か
る
佛
教
へ
の
入
門
動
機
が
彼
に
次
の
よ
う
な
学
問
的
態

度
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

目
ロ
①
○
○
吋
目
①
吋
巽
ｇ
５
Ｏ
能
冒
ぐ
巨
昇
の
Ｈ
己
Ｈ
２
色
は
○
国
○
儲
国
ロ
。
。
ご
勗
日
厨

く

ト

庁
宮
①
○
○
国
ぐ
昌
○
は
○
唇
》
の
ロ
ｐ
Ｈ
①
二
ヶ
里
冒
①
四
世
宮
①
ぐ
①
目
閨
○
口
①
管
ご
旨
伊
井
昇
品
①
砂
１

の
①
ロ
武
四
冒
冒
餌
。
○
○
庁
回
国
①
○
能
、
四
］
く
ゅ
は
○
Ｐ
湧
口
旦
庁
ぽ
ぃ
汁
四
匡
洋
印
己
彦
芭
○
‐

。
』
。
Ｊ

い
○
も
固
旨
騨
畳
の
汁
ゆ
け
①
己
］
①
冒
詐
、
四
円
①
の
ロ
ウ
Ｏ
Ｈ
Ｑ
葺
口
ゆ
庁
①
計
○
再
ｍ
ｍ
Ｏ
命
の
国
○
岸
○
ぬ
］
○
四
岸

Ｇ
ｐ
Ｈ
ｏ
ｏ
の
①
、
周
ぽ
耐
旨
〕
も
冒
尉
の
》
己
○
苛
○
口
唇
計
宮
四
庁
目
印
ロ
望
毛
宮
津
○
ｍ
ｏ
も
ロ
旨
巴

ト
レ

己
Ｈ
○
ケ
』
の
冒
冒
印
四
吋
①
。
勝
門
口
厨
“
Ｃ
・
ゆ
め
』
Ｑ
』
⑦
め
も
①
○
巨
冒
Ｐ
陸
○
口
、
》
ご
再
昇
誇
壹
祁
詳
①
騨
○
ほ

ゆ
口
旦
の
く
①
Ｈ
ぐ
ｄ
Ｈ
Ｏ
ｄ
○
ｍ
昇
目
○
毎
口
］
ロ
の
庁
す
の
○
○
口
望
Ｑ
の
Ｈ
の
色
ご
自
局
①
閉
①
Ｈ
①
ロ
○
①
庁
Ｏ

Ｌ
ト
ト

営
蕨
め
む
胃
詳
口
巴
旨
言
①
ロ
酋
○
］
〕
騨
冒
Ｑ
い
の
倭
啼
Ｃ
Ｈ
旨
〕
ロ
』
騨
堂
○
口
○
｛
〕
ロ
①
。
詳
四
筐
○
冒
呂

、
・

の
×
も
の
Ｈ
』
①
ロ
○
①
、
色
ｏ
Ｐ
ｐ
局
①
Ｑ
ご
］
詐
宮
①
○
○
ｐ
Ｈ
の
①
○
踊
庁
ロ
①
宅
局
○
○
①
の
、
○
片
一
封
澤
口
－

１４

昌
侭
、
巳
く
胃
５
弐

か
か
る
立
場
に
た
っ
て
彼
は
目
ご
・
旨
自
陣
と
同
様
、
中
観
思
想
が

66



最
も
四
口
吾
。
貝
旨
で
あ
り
、
佛
教
の
８
貝
同
巴
時
昌
昌
○
口
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
、
関
心
を
同
じ
く
す
る
立
場
に
あ
り
な
が
ら
、
閂
弓
．

旨
自
首
の
害
に
は
中
観
派
の
見
解
が
実
に
瞑
想
経
験
に
由
来
し
て
い
る
点

⑤

に
関
す
る
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
、
と
不
満
を
も
ら
し
、
実
践
修
行
の

面
を
も
重
視
す
る
。

６

彼
の
業
績
に
つ
い
て
は
他
日
、
よ
り
適
任
者
に
よ
っ
て
別
稿
が
期
せ
ら

れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
彼
は
、
膨
大
な
佛
教
資
料
を
扱
う
に

際
し
次
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
て
き
た
一
」
と
が
、
永
富
教
授
に
よ
っ
て
指

７

摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
佛
教
各
学
派
に
よ
っ
て
そ
の
理
解
を
異
に
す
る

も
の
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
か
、
或
い
は
各
派
に
共
通
す
る
も
の
に
焦
点
を

お
い
て
整
理
す
る
か
、
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
そ
し
て
前
者
に
よ
る
成
果

が
国
↑
ミ
ミ
屋
鼠
騨
莨
吻
里
竜
。
一
号
駕
善
恥
ゞ
毎
厨
］
困
渋
配
一
ミ
ミ
鳥
言
園
の

岡
吻
馬
冨
罵
ミ
ミ
ロ
恥
ミ
。
、
鳶
・
ミ
岳
則
等
で
あ
り
、
後
者
に
よ
る
も
の
と

し
て
陣
皇
皇
質
』
涛
登
言
藍
ｓ
》
岳
酊
・
切
胃
ミ
萱
愚
粋
畠
、
冒
鳶
岳
詔
が

あ
げ
ら
れ
る
。
配
員
き
ミ
員
。
高
言
ミ
尋
具
ざ
ら
団
は
、
こ
の
分
類

に
し
た
が
え
ば
、
さ
し
ず
め
後
者
に
よ
る
佛
教
哲
学
史
と
い
え
よ
う
か
。

尚
、
こ
の
書
に
、
彼
の
前
記
学
問
的
態
度
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
は
］
．

⑧

弓
．
烏
宕
侭
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
哲
学
的
学
解
の
領
域
に

と
ど
ま
ら
ず
、
つ
ね
に
実
践
面
に
も
大
き
な
関
心
を
向
け
る
彼
の
こ
れ
ら

の
書
物
が
、
佛
教
啓
蒙
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
事
実
を
認
め
ぬ
者
は
い

な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仕
事
と
並
ん
で
忘
れ
て
な
ら
ぬ
の
は
、
や
は
り
般

若
経
の
原
典
研
究
で
あ
ろ
う
。
長
年
の
般
若
経
研
究
の
成
果
の
一
つ
と
し

て
、
最
近
、
雪
昏
詩
菖
員
吻
ご
賢
愚
ロ
ミ
ご
》
農
這
旦
暮
、
、
胃
へ
旦
創
、
尋
ミ
ミ
罰

椚
ニ
ミ
（
ミ
ミ
唾
岳
司
が
出
た
。

冠
言
き
ざ
唱
鼻
）
句
・
邑
侭
の
耳
○
口
が
網
羅
し
き
れ
な
か
っ
た
岳
の
篇
目
巳
‐

く１９

○
巳
く
○
。
：
巳
餌
ｑ
昌
昏
。
髻
昌
ご
習
国
を
補
正
集
大
成
し
た
佛
教
辞
典

の
編
さ
ん
を
大
き
な
念
願
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
た
。
又
、
彼
の

出
版
リ
ス
ト
に
は
次
の
二
つ
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
（
Ｐ
）
ご
富
Ｈ
日
四
閉
四

⑩
ロ
日
目
巴
》
の
○
ｇ
巴
四
口
ｇ
ｏ
ｏ
閏
Ｅ
Ｃ
田
○
月
①
．
（
屯
門
且
．
〆
巨
口
目
》
い
め
冒
国
も
○
‐

ト
望
口
日
○
国
《
○
局
・
目
）
シ
へ
ｇ
胃
唇
言
Ｃ
Ｑ
巨
鼻
５
口
庁
○
》
ロ
．
目
．
印
口
圃
巨
匠
○
口

患
／
、

ご
蚤
へ
豊
雲
昏
岑
尋
劃
曼
団
員
§
房
篭
（
国
肖
胃
門
仔
罰
○
君
）

彼
の
誰
ず
る
俳
教
概
論
の
教
室
は
つ
ね
に
満
員
で
あ
り
、
そ
の
牛
に
ヒ

ッ
ピ
ー
ま
が
い
の
男
女
学
生
が
多
数
い
た
の
も
注
目
さ
れ
た
。
油
習
で
は

。
．
胃
巨
。
ｇ
校
訂
の
切
笥
喧
亀
劃
雪
、
ヘ
ミ
ミ
を
一
九
六
七
年
度
は
よ
ん
だ
。

今
、
過
去
形
で
叙
述
す
る
点
が
多
い
の
は
、
今
期
（
一
九
六
八
年
九
’

一
二
月
の
秋
学
期
）
ビ
ザ
の
都
合
で
米
国
へ
帰
国
で
き
ず
彼
の
授
業
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
不
在
は
旨
ｇ
ｏ
陣
ロ
ｓ
の
、
の

存
在
そ
の
も
の
に
暗
い
か
げ
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
一
般
西
洋
人
に
は

目
胃
国
＆
目
団
巨
且
ご
“
日
と
禅
の
知
識
し
か
普
及
し
て
い
な
い
実
情
を

０ｉ

“
Ｉ９

な
げ
き
、
現
代
文
明
の
騒
音
を
憂
え
、
そ
し
て
、
胃
８
国
ｇ
胃
｝
う
『
①
旨

Ｐ
巳
①
色
早
口
鼻
ｇ
騨
冒
Ｒ
冒
再
ご
昇
君
①
①
眉
《
《
両
四
黒
①
Ｈ
ロ
ゞ
・
自
己
《
易
ご
①
黒
目
ロ
こ

⑫

旨
。
］
詳
農
葛
．
と
語
る
彼
に
よ
っ
て
、
佛
教
思
想
が
英
語
の
世
界
に
伝
え

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
、
そ

の
機
会
が
減
ず
る
こ
と
は
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
」

と
く
に
京
都
の
地
に
な
じ
み
深
い
Ｆ
・
函
ロ
ラ
劃
洋
園
教
授
は
、
同
僚
か
ら

Ｐ
芝
巴
匿
侭
冒
拓
自
侭
①
自
画
ｏ
宮
口
①
の
異
名
を
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
彼
の

深
い
学
識
と
豊
か
な
語
学
力
は
弓
さ
め
誌
上
の
鋭
い
書
評
の
数
々
に
十
分

〆 身

O／



発
揮
さ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
へ
提
出
し
た
彼
の
国
〕
．
ご
・
論
文
、

智
頴
（
Ｑ
き
‐
己
僅
ご
写
§
○
ヘ
ミ
ミ
ミ
さ
募
恥
絹
鴬
ミ
ミ
ミ
ミ
勿
旦
雪

ｇ
曽
湧
、
即
ミ
ミ
菖
淨
き
き
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
二
号
に
掲
戦
さ
れ

た
安
藤
教
授
の
書
評
に
く
わ
し
い
。
最
近
、
労
作
と
評
さ
れ
る
↑
、
門
冨

Ｈ
ｏ
釣
。
庁
○
国
ロ
色
色
三
習
い
巴
ぐ
ゅ
武
○
口
騨
⑩
Ｑ
隅
９
号
①
Ｑ
ご
ぐ
ぐ
四
四
巨
巨
昌
旦
Ｈ
色
、
》

Ｌ

３６

を
発
表
し
た
。
こ
れ
は
、
四
阿
鎗
暮
抄
解
（
大
正
、
圏
．
旨
‐
夙
豆
の
翻

訳
研
究
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
次
の
結
語
が
、
彼
の
今
後
の
研
究
の
関
心

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

ロ
ロ
ｏ
ｏ
ｐ
巳
○
口
堅
く
】
嵐
ロ
ロ
】
型
局
凹
豈
ぐ
ｐ
ｏ
ｏ
ｐ
は
国
口
の
包
詐
○
四
○
○
①
口
詐
め
ゅ
Ｈ
ぐ
脚
切
酋
‐

屯

昇
曲
旦
少
ヨ
Ｑ
①
四
印
画
ゆ
ず
勢
昇
司
』
ロ
曲
、
野
画
く
Ｈ
汁
少
尉
①
］
の
ぐ
ゆ
口
○
の
》
芦
別
ロ
陸
①
開
○
園
．
ロ
胃
ロ

○
コ
登
別
守
彦
の
】
自
画
（
］
声
》
●
、
④
Ｒ
国
當
流
曾
叩
罰
砂
汁
①
ロ
］
○
能
庁
ｐ
Ｏ
ｐ
ｍ
面
斤
旨
色
色
ご
凶
門
、
．
Ｈ
巨
脚
尉
庁
ゴ
】
］
肉
ゆ

ぐ
己
屋
岸
罰
・
…
．
．
．
○
ｐ
Ｈ
己
①
閥
計
庁
四
塗
泳
》
奇
声
の
ロ
》
勝
詐
○
口
巴
言
の
ｐ
詰
匡
〕
○
の
鼻

○
屋
号
閉
○
国
言
①
閨
互
①
月
旦
団
口
包
色
冒
昇
闇
写
鼻
ご
口
汁
ご
鼻
炭
〆
昌
試
‐

門
包
茸
昇
刃
騨
ず
Ｈ
Ｏ
巨
叩
］
胃
庁
庁
○
ロ
肘
○
○
国
冷
司
○
国
詐
四
陸
○
ロ
ゴ
『
詳
彦
吊
閂
口
早
ご
陣
四
ロ
ー

同
．
９
国
国
の
の
留
守
の
今
期
、
彼
は
代
わ
っ
て
イ
ン
ド
佛
教
概
論
を
講

じ
、
来
期
は
中
国
佛
教
概
論
を
講
ず
る
予
定
で
あ
る
。
講
読
で
は
、
一
人

の
学
生
と
「
十
二
門
論
」
を
読
ん
で
い
る
。
他
に
日
本
語
の
講
読
を
担
当

中
で
あ
る
。

望
鼻
を
担
当
す
る
の
は
国
号
ジ
言
冒
．
。
①
３
急
教
授
で
あ
る
。
シ
カ

ゴ
大
学
で
］
．
シ
・
国
．
ぐ
四
国
嗣
昌
甘
口
①
国
の
薫
陶
に
育
っ
た
。
一
九
六
二

年
に
勺
冒
ロ
．
を
取
得
す
る
ま
で
に
一
九
五
四
’
五
六
年
に
は
即
自
目

を
、
さ
ら
に
一
九
五
九
’
六
○
年
に
は
め
耳
．
を
学
び
に
勺
閏
蔚
へ
留
学

し
、
一
九
六
○
’
六
一
年
に
は
冨
邑
国
ゅ
へ
四
鼻
．
を
学
び
に
出
か
け
て

い
る
。
そ
の
後
、
弓
①
口
昌
ご
・
遡
旦
”
。
§
の
黒
の
儲
（
ご
亀
ｌ
霞
）
”
９
旨
ョ
巨
凶

脚
『

ｑ
員
ぐ
．
（
ご
＄
ｌ
震
）
を
経
て
、
一
九
六
四
年
か
ら
岳
⑦
口
昌
ぐ
．
旦
乏
画
‐

の
冒
国
蝉
○
コ
へ
赴
任
し
て
い
る
。
ま
た
昨
年
度
は
シ
日
の
目
ｏ
四
目
冒
黒
．
具

冒
昌
臼
ロ
津
ロ
日
⑦
⑱
の
吋
呂
９
脅
豐
壱
を
得
て
旨
瀞
○
Ｈ
①
で
一
年
を
す
ご

し
た
。シ

カ
ゴ
へ
提
出
し
た
弓
冒
ロ
．
論
文
《
《
凌
国
ｏ
ｍ
２
ｑ
具
冒
昌
曽
］

句
演
目
の
い
＆
ぜ
①
⑦
巳
〕
：
は
一
九
六
九
年
度
中
に
昏
の
日
○
口
○
四
画
嘗

め
の
目
⑦
釦
旦
昏
の
ロ
⑦
具
．
ａ
ｚ
①
胃
四
口
旦
昌
昼
昌
①
㈲
騨
黒
Ｆ
ｐ
ｐ
ｍ
蛍
鳴
、
〕

Ｆ

Ｏ
Ｃ
盲
目
巨
四
己
昌
ぐ
．
の
一
つ
と
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
こ
れ
ま
で
の
彼
の
出
版
物
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

（
こ
《
《
○
国
庫
５
○
の
冒
日
胃
５
口
＆
色
ｚ
日
日
巳
旨
①
９
両
目
ａ
２
ｐ
ｚ
ロ
ョ
‐

ず
、

ず
貝
甘
Ｈ
ｂ
蒟
拝
里
○
○
日
ロ
ロ
蔚
勗
】
】
）
旨
、
望
亘
ざ
ミ
ざ
｝
易
》
辱
『
葺
具
ミ
由

ト

ゴ
）
宝
壁
ミ
ョ
尋
至
、
。
葛
的
陶
殉
思
ミ
ミ
ー
ー
ロ
員
ぐ
．
ｇ
ｏ
言
○
四
ｍ
○
》
胃
呂
的

豆
ｚ
ｏ
訂
、
四
国
〔
一
画
も
胃
ロ
ｇ
ｏ
①
ｍ
甘
吋
釦
悶
．
ロ
①
』
ｍ
Ｓ
扇
零
隷
、
ｏ
§
属

易
邑
鱒
譲
暑
、
旦
腎
亀
苛
ミ
》
ご
冒
牙
．
ａ
の
騨
冒
○
』
‐
巳
四
勺
Ｈ
①
服
〕
忌
畠

命
）
俸
叶
陸
昌
の
の
○
国
の
旨
の
巴
○
呂
冒
昌
胃
〕
色
匡
嘩
胄
○
刷
さ
四
つ
己
①
肖
旨
夢
⑦

、
雪
靖
昌
嵩
。
。
ご
Ｓ
ミ
農
ミ
』
ご
討
宝
）
ミ
ミ
層
詩
『
、
ミ
↓
ミ
か
ご
量

（
全
《
《
目
〕
曾
騨
ご
弓
○
①
曾
晶
》
】
ｐ
ｐ
Ｑ
《
《
の
色
口
切
丙
Ｈ
洋
伊
》
司
己
○
句
○
①
茸
ぐ
〕
》
〕
］
口

尉
員
§
包
蔑
風
ざ
葛
ご
写
ミ
爵
ご
耐
葺
雪
、
員
謹
患
』
①
Ｑ
ゆ
ご
餌
口
国
昌
蔚
己
の
ご

色
ロ
ロ
ロ
旨
］
○
巳
門
〕
シ
め
苗
ｍ
Ｏ
ｇ
①
ｑ
、
忌
訊

宙
）
閃
の
ａ
①
葛
）
シ
・
○
国
騨
ロ
①
ご
①
冒
深
ロ
巳
①
⑳
冒
昏
①
嗣
国
写
目
色
ご
閉

『
営
○
的
ｍ
ｍ
ｌ
』

く
望
鼻
．
は
、
初
・
中
・
上
級
の
三
ク
ラ
ス
あ
る
が
、
初
級
で
は
急
ご

君
言
言
ａ
、
の
め
迂
・
の
壼
二
言
ミ
篁
蓑
及
び
弓
四
目
日
Ｐ
ｐ
の
、
童
．
罰
昌
烏
一
、
を

使
用
し
て
い
る
。
今
年
、
中
級
で
は
、
は
じ
め
詞
亀
廻
ミ
ミ
ヘ
ミ
奇
が
使
用
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切
目
自
陣
礫
ロ
島
①
“
の
峠
臨
め
○
ｇ
具
＆
吋
隣
ｏ
巳
ｑ
と
し
て
、
中
国
関

係
で
国
巴
］
目
鼻
夛
昌
胃
］
旨
》
司
律
侭
片
口
里
ご
』
崖
貝
胃
皇
〕
○
］
○
唱
馨
と
し

て
の
騨
目
騨
昏
○
胃
胃
印
①
肩
Ｈ
ｏ
、
チ
ベ
ッ
ト
語
関
係
で
は
目
巨
貝
昌
く
．

言
逗
尉
の
仙
園
ロ
ロ
噌
己
．
５
号
昌
拐
』
ｚ
巴
君
四
侭
旧
．
ｚ
ｏ
Ｈ
ｐ
賞
詞
の
二

人
の
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
人
が
い
る
。

目
く
．
君
曽
。
教
授
は
、
も
と
中
国
語
の
専
攻
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が

実
際
に
チ
ベ
ッ
ト
語
の
研
究
に
専
念
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
五

五
’
五
七
年
に
わ
た
っ
て
○
・
月
ロ
Ｏ
Ｂ
の
も
と
で
研
讃
を
つ
ん
で
か
ら
の

こ
と
で
あ
る
・
⑦
、
目
匡
。
巳
に
「
佛
教
を
知
ら
ず
し
て
チ
尋
ヘ
ッ
ト
文
献
は

よ
め
な
い
」
と
い
わ
れ
て
以
来
、
佛
教
へ
関
心
を
よ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
自
ら
語
る
。
が
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
佛
教
に
関
す
る
論
文
は
少
な

い
。
以
下
に
こ
れ
ま
で
の
彼
の
業
績
を
紹
介
し
て
お
く
。

昨
年
、
両
の
①
Ｈ
ｏ
君
教
授
渡
印
に
際
し
、
代
わ
っ
て
印
再
．
を
講
じ
た

の
は
、
若
き
俊
英
旨
尉
○
・
⑦
。
Ｂ
①
脚
氏
で
あ
っ
た
。
冠
口
臼
８
国
・
８

出
身
で
禺
巴
の
己
巳
ぐ
．
に
学
び
詞
罵
号
、
○
○
》
］
．
閃
の
目
①
獄
等
の
も
と
で

の
陣
．
な
ら
び
に
佛
教
の
学
殖
を
培
っ
た
。
京
都
に
半
年
滞
在
後
、
現
在

滞
印
中
で
あ
る
が
、
国
］
①
Ｈ
さ
西
・
８
大
学
へ
の
就
職
も
決
定
し
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

さ
れ
た
が
》
学
生
が
つ
い
て
ゆ
け
ず
潟
ミ
苛
吻
員
言
丹
ミ
、
（
弓
の
『
｛
ぐ
①
薗
匿
‐

恩
９
８
ぐ
目
３
茸
薗
》
』
に
変
更
、
又
、
上
級
で
は
屋
忌
創
言
迄
二
及
び

肉
凱
註
到
を
最
初
か
ら
読
ん
で
い
る
。
初
七
名
、
中
三
名
、
上
二
名
の
学

生
が
い
る
。

著
作

論
文

（
芦
）
《
・
ロ
ｐ
陸
戸
侭
昏
①
月
忌
昇
巴
〕
①
①
○
唱
騨
巨
昌
《
ご
侭
Ｐ
目
‐
哩
旨
岬
尻
魍
『
儲
‐

冨
盲
四
国
目
貝
○
口
哩
声
岸
砂
ロ
＄
９
５
威
○
口
目
岳
①
夕
召
牌
⑦
目
〕
国
①
日
胃
‐

ト

リ‐

印
冒
①
Ｈ
①
”
ご
○
、
ミ
ミ
ミ
陦
冒
胃
ご
薑
ご
ミ
．
く
○
］
．
ご
》
吟
国
＄

（
巴
《
《
ｚ
呉
昌
局
旨
目
弓
鼻
ゆ
ロ
固
○
鼻
○
Ｈ
ぐ
』
〕
へ
旨
○
宮
居
扁
駕
目
Ｈ
ｇ
閉
匿
‐

ｌ
〆

侍
』
○
口
）
・
尋
討
画
患
Ｉ
尋
吻
忌
恥
肖
蓉
Ｉ
辱
め
（
・
一
’
○
一
曼
諄
．
ｊ
く
○
』
．
②
》
餌
．
］
卿
の
画
④

命
）
《
《
シ
印
庁
四
国
ロ
Ｐ
局
・
め
》
、
黒
①
日
旦
目
ご
鼻
Ｐ
］
〕
目
儲
四
口
い
日
．
福
武
○
口
》
》
国
＆
黄
‐

の’

ご
亀
員
号
ミ
ー
ミ
ヘ
『
“
房
冒
昔
吻
冒
昌
厨
ぐ
巳
．
隠
．
尼
＄

（
迄
《
《
旨
丙
〕
く
ｇ
〕
ぴ
昇
陥
戯
○
員
。
①
」
８
計
置
①
国
○
辱
勺
旨
○
①
の
ｇ
ｏ
①
ロ
茸
巴

〆
鼬

Ｌ

Ｈ
号
鼻
房
昌
睡
罵
○
口
い
い
田
⑦
同
Ｐ
ロ
．
○
○
昌
亘
①
言
ロ
自
己
①
ｇ
ｇ
Ｑ
－
〕
国

ｅ
《
《
毎
勺
厨
ｏ
①
ｚ
貰
巨
①
旨
。
①
閥
８
の
①
○
侭
①
Ｚ
．
”
○
①
国
ｏ
屋
の
Ｈ
吋
四
昌
切
‐

医
武
Ｏ
ｐ
ｇ
目
ケ
①
嗣
旨
①
少
ロ
ロ
巴
印
》
〕
切
亀
蔚
○
蔑
里
辱
言
爵
淘
Ｓ
｝
昌
ぐ
巳
．

ｘ
ぐ
↑
］
＠
ｍ
『

宮
）
《
《
目
』
］
①
。
①
○
唱
舞
も
ロ
望
旦
思
号
鼻
四
○
○
日
目
ｐ
ｍ
８
計
彦
①
《
己
嗣
四
目
‐４１

の
］
旨
叩
閃
ぬ
く
陽
‐
罷
隆
］
騨
昌
』
》
粋
ミ
由
○
畠
由
ミ
ミ
、
渇
く
ミ
ミ
・
ぐ
○
］
・
桝
桝
ぐ
ご
総

色
胃
啓
患
・
・
崔
、
ミ
ミ
。
員
堕
冴
さ
ミ
．
ｚ
①
乏
函
、
↑
ぐ
の
匡
恥
曙
巴
①
己
昌
ぐ
．

胃
④
の
司

倉
）
《
《
目
号
鼻
〉
）
（
鵬
○
宮
騨
己
曾
Ｈ
ｏ
〕
〕
目
潭
〕
鼻
四
国
旨
侭
昌
縣
旨
巴
（
〕
霞
黄
禺
ミ

【
可
、

０

門
罠
固
員
匂
一
〕
苧
崗
営
函
謹
皇
』
畠
．
旨
○
口
計
○
］
〕
．
』
の
、
『

盃
）
《
出
①
。
冨
国
四
目
印
冒
旨
目
号
①
冨
口
団
員
国
富
の
日
ご
由
ミ
ミ
曽
具

き
い
国
、
亘
弓
昏
鷺
慧
三
ミ
冨
謎
》
ミ
ミ
国
曾
Ｏ
菅
．
ｏ
冒
○
樹
○
・
尾
司

含
）
《
《
陛
国
ｇ
巨
富
閃
座
侭
５
‐
Ｐ
ｍ
ｏ
①
○
唱
鼬
℃
彦
冨
具
ｚ
Ｃ
も
巳
・
』
）
幹
賢
詩

ｃ
蚤
雪
亘
（
亀
Ｑ
陶
○
ご
ミ
ヘ
旨
己
崗
閉
巴

ダ
ト

冠
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門
口
○
旨
口
○
℃
黒
ｏ
彦
、
ロ
ユ
国
巨
ぬ
ぽ
詞
旨
］
〕
Ｐ
己
切
○
口
．
（
幹
ミ
、
○
蚤
、
ミ
ミ
由

配
Ｃ
華
曽
×
く
じ
こ
国
富
苫
霊
員
昏
）
重
食
苫
ミ
ミ
欝
量
昔
幻
謹
昌
鴎
．
ぐ
○
］
．

馬
．
岳
＄
（
”
①
ぐ
尉
急
）

／

、

宙
）
《
《
○
‐
屋
①
‐
の
己
ｐ
ｉ
Ｈ
ｍ
望
巴
四
口
Ｑ
命
面
①
胃
冒
茸
○
Ｑ
ｐ
の
茸
○
国
具
切
○
口
庁
○

３血

目
再
ワ
①
姉
。
）
》
。
、
冨
苓
ミ
邑
凰
員
昔
、
○
謹
黄
嵩
昌
．
ぐ
巳
．
負
昼
騨
昌
④
②
い

（
巴
《
《
旨
四
Ｈ
も
秒
》
⑳
目
○
君
①
Ｈ
↑
ｚ
ｏ
肘
の
○
ｐ
Ｆ
ｏ
ｏ
巴
国
①
胆
①
日
騨
目
の
旨
自
学

９
Ａ
Ⅱ
苧

胃
寸
ご
函
房
ご
ミ
ミ
罰
覺
電
ｇ
扇
．
ぐ
巳
．
い
」
酌
ご
霞

三
・
・
シ
弓
Ｈ
ｏ
ｂ
Ｏ
ｍ
旦
目
号
①
冨
国
嵐
巴
嗣
旨
ロ
⑯
○
房
①
目
国
ｐ
８
切
・
こ
、
壁
（
崗

鈩
、

ご
巳
．
忠
山
．
岳
急
（
両
①
ぐ
冨
重
）

ず

、

こ
の
他
、
岡
菖
豊
。
ご
曾
員
量
切
ミ
ミ
管
量
目
及
び
同
雪
曾
具
。
鴬
ミ
ニ
胃
‐

詩
葛
ミ
詮
ミ
ミ
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
に
関
す
る
記
述
は
、
ほ
と
ん
ど
彼
の
筆
に
な
る
。

彼
の
講
ず
る
目
前
国
昌
目
弓
。
菌
冒
の
第
一
年
度
の
ク
ラ
ス
で
は
国
．

缶
・
］
溌
呂
胃
の
目
夢
．
⑦
ミ
ミ
ー
ニ
ヘ
ミ
を
用
い
る
。
文
法
事
項
の
説
明
な
ら

び
に
巻
末
の
練
習
問
題
を
一
学
期
間
で
す
ま
せ
、
あ
と
は
、
歴
史
、
伝
記
、

年
代
記
か
ら
の
肝
］
の
ｇ
＆
園
①
且
旨
甥
に
向
か
う
。
第
二
年
度
の
ク
ラ

ス
、
今
年
は
、
両
儲
‐
ｏ
自
侭
‐
君
作
と
い
わ
れ
る
旨
匡
騨
‐
国
の
‐
函
の
伝

記
を
よ
ん
で
い
る
。
今
年
、
第
一
年
度
の
ク
ラ
ス
に
は
九
名
、
第
二
年
度

に
は
二
名
の
学
生
が
い
る
。

”

⑱
Ｐ
‐
巴
喝
凹
も
色
の
ラ
マ
園
巨
侭
四
口
．
Ｆ
包
冒
ｐ
ｐ
ｍ
師
は
、
目
下
目
・
弓
．

弓
筥
の
》
Ｆ
，
国
員
国
曾
教
授
の
目
８
Ｈ
的
存
在
で
あ
る
。
英
語
が
通
じ

ぬ
た
め
、
直
接
、
師
か
ら
学
ぶ
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

目
下
、
佛
教
概
論
を
ま
と
め
つ
つ
あ
り
、
い
ず
れ
固
く
，
君
菩
①
教
授

の
英
語
を
も
っ
て
出
版
さ
れ
る
と
い
う
。

○
巳
冒
Ｐ
昌
巴
目
胃
冨
】
］
は
ロ
鴨
‐
冒
甥
も
画
の
ｚ
璽
急
四
口
函
詞
．
ｚ
９
．
騨
侭

氏
が
担
当
し
て
い
る
。
彼
は
Ｆ
冒
⑳
四
に
生
ま
れ
、
九
歳
で
ロ
昌
鳴
‐
君

に
あ
る
国
呂
且
‐
ぬ
唱
目
‐
碆
侭
昌
○
口
儲
蔚
昌
に
入
り
、
二
○
年
近
く
そ

こ
で
学
習
し
ロ
鴨
‐
冨
胃
の
の
学
位
を
得
た
。
彼
の
助
力
に
よ
っ
て
口
語

チ
、
、
ヘ
ヅ
ト
の
テ
ク
ス
ト
壁
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
恕
○
訂
一
》
国
富
量
基
（
い
ざ
旨

岨リ

ロ
ミ
ミ
）
は
で
き
た
・
彼
の
第
一
年
度
の
ク
ラ
ス
は
、
冒
茸
①
目
冒
四
。
胃
の

を
主
と
し
た
特
別
の
テ
ク
ス
ト
を
用
い
、
第
二
年
度
に
右
の
テ
ク
ス
ト
を

用
い
る
。
今
年
、
第
一
年
度
の
ク
ラ
ス
に
は
七
名
、
第
二
年
度
に
は
三
名

の
学
生
が
い
る
。

因
み
に
の
①
“
三
①
在
住
の
チ
《
ヘ
ッ
ト
人
は
、
蟹
‐
鯨
匂
曽
‐
冒
が
三
人
の

ラ
マ
を
含
め
十
七
、
ご
鴨
‐
冒
嘱
‐
冒
は
十
一
名
で
計
二
十
八
名
で
あ
る
。

歴
史
の
浅
い
こ
と
、
前
述
の
如
く
主
任
教
授
両
．
ｇ
邑
圃
の
の
身
分
不
確

定
、
等
灸
で
、
こ
こ
の
冒
呂
ｏ
煕
口
日
の
切
に
つ
い
て
前
途
を
展
望
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
佛
教
と
い
う
狭
い
領
域
に
つ
い
て
も
、
種
為
な
而

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
の
内
こ
の
大
学
で
学
び
う
る

と
思
わ
れ
る
方
法
論
は
、
梵
・
蔵
・
漢
・
巴
と
い
っ
た
言
語
を
駆
使
し
て

の
従
来
の
原
典
研
究
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
論
を
と
り
う
る
学

生
が
出
て
く
る
と
し
て
も
ま
だ
相
当
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
に
思
え
る
。

た
だ
、
目
．
ぐ
．
タ
包
旨
の
チ
ベ
ッ
ト
史
、
ｚ
・
も
Ｃ
弓
の
の
蒙
古
語
の
影

響
、
さ
ら
に
は
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
の
存
在
を
い
か
し
て
、
未
知
の
分
野
の

多
い
チ
、
ヘ
ッ
ト
佛
教
乃
至
中
央
ア
ジ
ア
の
佛
教
へ
の
研
究
が
本
格
的
に
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
す
れ
ば
、
相
当
な
成
果
が
生
ず
る
こ
と
を
期
待
し

て
も
い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
在
、
。
ご
宮
の
、
①
』
罠
胃
冨
ロ
》
旨
。
目
唱
‐
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』
両
ロ
研
究
者
が
集
ま
っ
て
冒
口
の
］
・
陦
菌
目
卑
旦
の
耳
を
つ
く
っ
て
い
る

が
、
関
心
は
佛
教
に
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
又
、
共
同
研
究
の
体
制
に
は

ま
だ
到
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

註
に
記
し
た
如
く
、
州
立
大
学
で
の
ｚ
ｏ
ｐ
‐
弓
①
稗
の
目
。
ご
旨
Ｎ
鼻
５
口

鯉
口
巳
①
、
な
る
も
の
が
、
政
治
情
勢
を
反
映
し
て
国
家
の
援
助
の
も
と
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
佛
教
を
ふ
く
め
て
古
代
イ
ン
ド
の
哲
学
、

文
学
、
歴
史
等
へ
の
関
心
が
う
す
い
の
は
や
む
を
え
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
大
学
の
現
状
が
、
米
国
全
体
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
て
な
ら
な
い
こ
と

卿

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

注
目
す
べ
き
は
、
東
洋
の
言
語
を
学
ぶ
際
の
徹
底
し
た
教
授
法
で
あ
る
。

ｚ
ｏ
己
‐
言
①
牌
閂
ロ
ロ
く
旨
国
昇
旨
口
煕
口
昌
⑦
め
を
志
す
も
の
に
と
っ
て
、
そ

れ
ら
地
域
の
原
語
に
精
通
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

少
な
く
と
も
一
年
間
は
か
な
ら
ず
口
語
の
訓
練
を
課
せ
ら
れ
る
。
逆
に
、
課

す
る
こ
と
が
で
き
る
陣
容
、
施
設
が
と
と
の
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
毎

日
一
時
間
ｌ
冒
蔚
邑
望
く
の
コ
ー
ス
の
日
本
語
の
如
き
は
一
日
六
時
間
ｌ
か

な
ら
ず
口
語
の
ク
ラ
ス
が
あ
る
・
毎
日
の
宿
題
、
毎
週
末
の
ぐ
○
・
：
巳
四
国
『

Ｃ
ｇ
い
等
冬
学
生
は
徹
底
的
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
一
応
原
語
を

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、
自
己
の
専
門
へ
と
向
っ
て
ゆ
く
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
言
葉
の
習
得
な
く
し
て
は
、
哲
学
も
歴
史
も
文
学
も

な
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
中
国
語
を
日
本
語
を
話
し
読
む
光
景
に
接
し
、

お
ど
ろ
く
方
が
時
代
錯
誤
な
の
で
あ
ろ
う
。

チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
研
究
は
、
一
義
的
に
は
文
法
及
び
辞
書
編
纂
に
向
け
ら
れ
、

ま
た
文
献
学
的
に
も
そ
れ
は
と
く
に
佛
教
文
献
の
翻
訳
の
た
め
の
補
助
手

段
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
音
韻
論
等
の
純
粋
な
言
語
学
の
領
域
は

発
達
し
な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は
八
世
紀
以
後
の
チ
ベ
ッ
ト
の
歴
史
は
佛

教
史
と
も
い
わ
れ
、
従
っ
て
、
言
語
が
基
本
的
に
は
佛
教
伝
播
の
た
め
の

手
段
と
み
な
さ
れ
て
い
た
事
情
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一

九
五
一
年
の
中
共
の
チ
↑
ヘ
ッ
ト
侵
入
、
そ
れ
に
つ
づ
く
五
九
年
の
チ
、
、
ヘ
ヅ

ト
の
反
乱
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
イ
ン
ド
逃
亡
と
い
っ
た
政
治
的
事
件
が
、
本

格
的
な
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
語
研
究
へ
と
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
政
府
な

ら
び
に
ロ
ヅ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
の
援
助
の
も
と
に
チ
ベ
ッ
ト
避
難
民
が
、

世
界
の
数
ヶ
国
に
招
か
れ
保
護
を
受
け
、
学
術
活
動
を
助
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
こ
の
ロ
の
胃
．
が
チ
ベ
ッ
ト
人
を
抱
え
る
の
も
そ
の
結
果
に
他

な
ら
な
い
。
主
任
教
授
目
ぐ
弓
琶
苛
の
こ
れ
ま
で
の
関
心
か
ら
み
て

も
、
こ
こ
の
チ
、
、
ヘ
ヅ
ト
語
講
座
が
、
俳
教
文
献
理
解
の
た
め
の
も
の
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
点
に
こ
こ
の
特
色
が
あ
り
、
今
後
、
い

わ
ゆ
る
貝
冒
８
］
○
閏
の
貴
重
な
場
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
一
九
六
七
年
旨
＆
四
口
四
口
己
ぐ
．
に
事

務
所
を
お
き
そ
の
活
動
を
は
じ
め
た
国
］
の
目
号
鼻
９
２
①
ｑ
〉
目
。
の

こ
と
、
米
国
内
八
つ
の
大
学
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
チ
↑
、
ヘ
ッ
ト
学
、
な
ら

び
に
、
故
○
．
Ｚ
．
”
。
①
己
目
角
胃
国
旨
の
俸
冒
ロ
巴
砂
の
訳
者
）
の
影
群

“

下
の
も
と
多
く
の
業
績
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
ソ
連
の
チ
ベ
ッ
ト
学
に
も
、
我

灸
は
今
後
注
意
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

二
九
六
八
年
、
一
二
月
末
）

註⑩
＊
を
付
し
た
も
の
は
大
学
院
生
対
象
の
授
業
が
あ
る
も
の
。

②
一
握
り
の
私
立
大
学
に
お
い
て
の
み
識
ぜ
ら
れ
て
い
た
ｚ
○
国
‐

言
の
黒
①
目
Ｑ
ぐ
旨
い
画
は
ｃ
ｐ
ｍ
言
昌
①
い
な
る
も
の
が
、
州
立
大
学
に
も

０
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お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
戦
後
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の

発
展
に
は
い
わ
ゆ
る
⑦
白
．
国
昌
が
大
き
な
役
を
果
し
た
。
平
和
が

訪
れ
る
と
そ
れ
へ
の
関
心
の
程
度
は
う
す
ら
い
だ
が
、
米
国
が
は
じ

め
て
直
接
中
共
と
戦
っ
た
朝
鮮
事
変
を
機
に
そ
の
必
要
性
が
叫
ば
れ

た
。
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
学
問
の
重
大
性
を
一
種
の
危

機
感
を
も
っ
て
認
識
し
た
の
は
、
実
は
、
ソ
連
に
よ
る
ス
プ
ー
ト
｝
一

ク
の
打
上
げ
の
成
功
（
一
九
五
七
）
に
よ
る
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
で
あ
っ

た
。
こ
の
成
功
が
米
国
に
第
二
の
教
育
革
命
を
も
た
ら
し
た
と
も
い

わ
れ
、
翌
年
、
連
邦
政
府
は
直
ち
に
・
《
Ｑ
凹
呂
厚
○
四
四
日
ゞ
｝
を
つ

く
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
重
点
は
、
科
学
と
外
国
語
に
お
か
れ

た
・
政
府
は
、
具
体
的
な
援
助
策
と
し
て
目
胃
ｚ
四
は
○
口
旦
己
の
旨
〕
８

両
目
。
貝
５
口
巴
鈩
昇
（
ｚ
ロ
国
吟
）
な
る
特
別
条
例
を
設
け
全
而

的
に
援
助
の
手
を
さ
し
の
《
へ
た
。
追
い
つ
け
追
い
こ
せ
の
か
け
声
と

共
に
、
「
科
学
」
面
の
目
標
国
が
ソ
連
で
あ
り
、
「
外
国
語
」
が
共
産

国
家
の
そ
れ
を
主
な
目
標
と
し
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
外

国
語
」
に
関
し
て
は
、
次
の
六
ヶ
国
語
を
《
呂
口
侭
口
四
鴨
の
君
巨
呂

陛
日
①
凰
○
曽
崩
四
砂
痩
も
①
○
宮
①
④
巨
○
自
尽
丙
ｐ
９
学
『
鼬
ご
Ｑ
閨
鼻
ぽ
買
一
唇
○
計

］
３
日
＆
君
昌
Ｆ
に
指
定
し
、
こ
れ
ら
を
学
ぶ
有
能
な
学
生
に
は
授

業
料
、
生
活
費
等
凡
て
を
ま
か
な
う
こ
と
の
で
き
る
ｚ
己
同
酔
閣
〒

］
○
乏
呂
君
を
出
し
た
。
○
宮
口
①
、
①
ゞ
局
口
協
旨
］
］
皀
名
四
目
①
の
①
》
シ
国
巨
の
、

国
冒
呂
ゞ
勺
○
吋
目
悟
①
⑱
①
．
「
や
は
り
」
と
い
っ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
事

情
を
反
映
し
て
い
る
と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。

○
味
．
陶
旨
彦
四
日
両
切
喧
騨
国
叩
《
《
○
冨
口
①
い
の
津
ロ
島
①
の
旨
跨
目
①
風
○
四
》
ゞ

ご
罵
堅
亀
§
掌
鞠
慧
烏
ミ
Ｚ
（
）
ぐ
．
い
』
茂

③
鈴
木
大
拙
博
士
頌
寿
記
念
会
刊
「
佛
教
と
文
化
旨
〕
瞳
』
同
倉
“
ミ
悪

切
零
ｓ
包
言
恩
屋
⑦
急
い
①
目
①
印
画
ｌ
］
己
や
震
ｌ
駅

６

仙
属
９
国
Ｎ
①
》
ざ
瀞
ミ
吟
呉
国
畠
§
首
鱒
蓉
昌
恥
の
』
（
９
ｍ
ｍ
目
閂
》

胃
＠
つ
『
）
己
．
函
昌
い

、
脂

、
’
０
Ｊ
〃
０
Ｊ
ロ
一

５
澤
○
澤
口
．
℃
，
画
い

く⑥
因
み
に
彼
自
身
の
出
版
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
七
年
ま
で
に

刊
行
本
十
八
冊
、
論
文
九
○
、
書
評
一
五
七
紬
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

例
、
延
○
い
く
巳
．
雪
山
ロ
画
設

⑥
冒
号
‐
辱
倉
ミ
ヘ
ミ
智
冒
、
冨
具
ぐ
９
．
閣
肉
と
）
や
田
切

⑨
国
．
ｃ
ｃ
昌
嗣
の
》
５
己
．
己
．
５

■
Ｊ
寺
則

ｈ
ｑ
、
リ

ト

⑩
曽
匡
．
や
巴

⑪
同
．
９
国
Ｎ
①
》
駒
員
量
首
昌
。
侭
萱
曽
冒
島
急
．
ロ
ロ
、
土

ト
ト

⑫
国
ｇ
ご
Ｎ
①
》
曽
罵
へ
ミ
駒
呉
配
貫
き
営
留
員
扇
．
や
匿
い

⑬
謂
全
○
め
ど
ｏ
］
・
雪
上

４
“‐

こ
れ
は
一
九
五
八
年
に
目
胃
目
〕
宮
．
ｇ
弓
尉
冨
冒
唱
○
ロ
へ
提
出

し
た
彼
の
国
〕
．
己
．
論
文
の
州
版
で
あ
る
。
四
四
‐
冒
騨
」
卑
闇
目
‐
胃

（
別
名
四
日
ロ
‐
唱
○
』
ｚ
ｏ
‐
日
。
ロ
‐
富
国
）
作
の
地
誌
《
罵
塞
量
「
国
電
侭
‐

淘
亀
農
‐
句
思
員
（
こ
れ
の
製
作
年
時
に
つ
い
て
は
註
⑯
参
照
）
に
み

ら
れ
る
チ
。
ヘ
ッ
ト
に
関
す
る
部
分
の
テ
ク
ス
ト
及
び
翻
訳
で
あ
る
。

一
四
六
枚
か
ら
な
る
こ
の
地
誌
は
、
世
界
の
次
の
諸
地
域
に
つ
い
て

叙
述
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
六
枚
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
に
関
す
る
も
の

が
そ
の
中
心
を
な
す
。
ｚ
８
巴
』
冒
昌
四
》
昌
胃
庁
》
ｃ
］
冒
騨
》
鷺
邑
ｏ
砂
ゞ

。

日
ロ
①
旨
昼
昌
の
祠
騨
牌
（
鈩
吋
色
亘
騨
〕
勺
①
吋
駕
Ｐ
】
①
片
．
）
〕
目
色
耳
鱒
Ｈ
ご
》
国
匡
‐

Ｈ
ｏ
も
①
》
少
尉
９
５
○
○
①
四
国
》
ｚ
ｏ
拝
す
し
日
①
Ｈ
５
④
〕
の
○
口
芹
ご
腰
昌
①
国
Ｏ
Ｐ

Ｏ
四
月
国
ご
Ｒ
一
口
（
○
ロ
ゴ
ｐ
〕
勺
ロ
①
Ｈ
，
庁
○
胃
匡
・
Ｃ
Ｏ
》
の
守
。
．
）
）
い
ぼ
四
尉
巨
ご
彦
巴
脾
．

地
表
、
気
候
、
動
植
物
群
の
分
布
と
い
っ
た
勺
ご
里
の
巴
①
①
。
唱
名
耳

が
学
問
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
チ
。
ヘ
ッ
ト
で
は
、

⑦
Ｒ
）
‐

鳴
い
心
宮
〕
と
い
え
ば
弓
且
旨
ｏ
旦
○
の
○
唱
騨
ロ
ゼ
か
馬
①
］
龍
旨
巨
、
⑦
①
‐

ワつ
ノム



（
）
唱
名
ど
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
や
後
者
は
、
巡
礼
地
へ
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
役
割
を
果
し
た
。
そ
の
巡
礼
地
に
関
連
し
て
、
重
要
人

物
、
出
来
事
伝
説
等
が
付
記
さ
れ
て
い
る
故
に
、
重
要
な
資
料
と
な

る
。
且
Ｈ
・
く
雪
琶
尉
》
《
《
Ｈ
ｇ
目
旨
①
９
口
目
］
．
且
旨
Ｏ
ｐ
ａ
ｏ
Ｃ
‐

○
四
名
ロ
割
〕
．
ｍ
ミ
ミ
言
旦
旦
富
ミ
侭
掌
ぐ
巳
．
冒
山
』
ら
誘

尚
、
こ
の
地
誌
の
チ
ベ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、
以
前
に
左
の
如
き
翻
訳

が
あ
っ
た
。
彼
の
研
究
は
、
依
用
し
た
ロ
ｇ
‐
目
①
字
体
の
テ
ク
ス

ト
の
○
門
口
○
ｇ
私
蔵
の
も
の
と
の
整
合
も
な
さ
れ
て
お
り
、
中
国

資
料
と
の
対
照
、
膨
大
な
注
、
索
引
と
と
も
に
完
壁
な
体
裁
を
整
え

て
い
る
。

印
。
□
閉
“
陛
町
ミ
ミ
〆
岸
８
塁
ミ
ミ
胃
啓
恩
己
、
Ｃ
ミ
》
ｂ
旨
罵
垣
磧

Ｑ
嶌
匂
訂
．
》
○
巴
ｏ
呉
菌
〉
屋
電
ぐ
．
ぐ
ゅ
い
罠
①
ぐ
ぃ
の
、
侭
貢
へ
こ
こ
＆
国
富
ご

め
げ
．
弓
目
①
愚
ウ
ロ
Ｈ
哩
昌
、
＠
ｍ

⑮
こ
れ
は
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
語
研
究
に
関
す
る
四
目
○
四
名
昼
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
人
自
身
に
よ
る
も
の
、
一
九
五
一
年
以
後
の
中
国
人
に
よ

る
も
の
、
及
び
西
洋
人
に
よ
る
研
究
を
一
覧
し
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

尚
、
こ
の
分
野
の
さ
ら
に
く
わ
し
い
匡
匡
５
唱
名
ご
と
し
て
は

次
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

㈲
胃
昌
蝕
吋
烏
同
旨
底
蔚
鄙
醒
⑦
童
ミ
ミ
冒
鷺
ご
号
費
、
言
菖
恩
琴
へ
苛
め
偏
言
員

ｂ
言
奇
ミ
鴎
．
国
①
昌
冒
）
乞
登
）
罰
○
ヶ
①
鼻
、
ロ
旦
閂
（
①
貝
）
“
句
ご
忌
竜
竜
（
へ
廷
ミ

ミ
鯉
惠
。
‐
目
忌
ミ
ミ
》
ド
ミ
嘱
譲
侭
鴎
）
画
ぐ
○
房
．
乏
房
９
号
ロ
》
岳
当

四
口
・
』
の
つ
い

⑯
こ
の
論
文
は
、
地
誌
凰
雨
《
。
§
ミ
‐
国
営
的
閉
亀
員
‐
切
望
員
ミ
（
註

⑭
参
照
）
の
末
尾
に
あ
る
簡
潔
な
西
半
球
の
説
明
の
部
分
の
テ
ク
ス

ト
及
び
翻
訳
で
あ
る
。
こ
の
一
チ
ベ
ッ
ト
人
の
十
九
世
紀
の
南
・
北

ア
メ
リ
カ
大
陸
及
び
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
関
す
る
叙
述
を
現
在
の
我
煮
の

知
識
と
対
比
さ
せ
る
と
実
に
お
も
し
ろ
い
。

呼

尚
、
こ
の
地
誌
の
奥
書
き
に
、
一
八
二
○
年
作
と
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
ぐ
．
ぐ
働
昌
』
①
ぐ
は
一
八
三
○
年
作
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｈ
ぐ
．
尹
包
肘
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
コ
ル
シ
カ
島
流
し
の
叙
述
を
手
が

か
り
に
こ
の
書
の
奥
書
き
の
正
し
い
こ
と
を
証
明
し
た
。

⑰
チ
尋
ヘ
ッ
ト
語
の
日
日
ロ
め
。
昌
官
』
ｇ
］
は
、
学
者
に
よ
っ
て
全
く
ま
ち

ｂ

ま
ち
で
あ
る
た
め
、
学
者
自
身
、
印
刷
者
、
読
者
は
つ
ね
に
当
惑
し
、

チ
ベ
ッ
ト
学
発
展
の
障
害
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
一
つ
の
方
法
で

○
Ｈ
昏
○
喝
ゆ
ご
及
び
も
９
国
巳
〔
）
喝
両
方
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
不

可
能
に
近
い
。
そ
こ
で
こ
の
論
文
で
、
少
な
く
と
も
学
術
出
版
に
際

し
て
は
次
の
も
の
を
Ｐ
砂
国
巨
目
ａ
ｏ
昼
５
唱
名
言
ｏ
首
曾
扁
日
も
画
○
口

と
し
て
採
用
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
冨
匡
国
弼
』
〕
鴇
８
島
且
鯉

口
冒
四
庁
四
斤
ロ
ゆ
ぃ
四
目
四
℃
騨
己
岸
〕
Ｐ
ぴ
ぃ
ご
胃
四
廿
唾
騨
庁
唾
冒
酔
旦
隣
四
ゑ
ゞ
凹
制
匿
い

Ｎ
②
四
く
ゅ
司
四
］
ゆ
め
宮
い
い
四
茸
色
騨

こ
れ
は
閃
①
ロ
⑪
号
ｚ
ｏ
彦
の
爵
宇
乏
○
濤
○
乏
昇
侭
が
↑
↓
○
且
肖
旨
印
が
目
ロ

ロ
①
日
○
国
の
旦
目
号
鼻
』
》
（
己
】
①
国
侭
匡
①
』
后
囲
）
で
採
用
し
て
い
る

の
と
同
じ
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
、
《
《
冒
甘
昌
国
目
①
風
８
唱
名
巨
○

・
名
騨
昌
圃
は
○
巳
こ
を
否
定
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、

｜
占
砦
詳
昌
Ｎ
四
武
○
ご
こ
は
、
チ
↓
ヘ
ッ
ト
語
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
る

人
に
は
不
必
要
で
あ
り
、
又
、
全
然
知
ら
な
い
人
に
と
っ
て
も
、
発

音
及
び
辞
書
を
引
く
際
に
そ
れ
ほ
ど
価
値
あ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら

で
あ
る
。

⑬
ボ
ン
教
は
、
縮
九
王
普
ロ
‐
昼
①
‐
唱
巨
叩
尉
喝
昌
の
統
治
の
世
に
、

回
国
侭
‐
昌
巨
侭
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
く
つ
か
の

史
料
が
か
た
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
佛
教
が
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
へ
入
る
以
前

か
ら
或
い
は
又
、
俳
教
側
の
伝
説
上
の
第
一
王
が
イ
ン
ド
か
ら
到
着

門 つ

イ｡



す
る
以
前
に
す
で
に
ボ
ン
教
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
、
史

料
的
に
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
、
ボ
ン
の
チ
零
ヘ
ッ
ト
入
り

が
、
第
九
王
の
時
と
さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
仮
説
を
与
え
た

の
が
本
論
文
で
あ
る
。

佛
教
徒
の
系
図
学
者
は
、
チ
↑
ヘ
ッ
ト
の
第
一
王
は
イ
ン
ド
か
ら
き
た

と
信
じ
、
現
存
の
チ
寺
ヘ
ッ
ト
王
室
の
系
図
に
イ
ン
ド
人
を
し
て
そ
の

祖
先
に
し
た
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
第
一
王
と
、
ボ
ン
教
と
の
接
触

の
事
実
は
文
化
史
上
立
証
さ
れ
る
故
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

即
ち
、
か
れ
ら
系
図
学
者
は
、
佛
教
到
来
以
前
の
王
室
の
祖
先
と
信

じ
ら
れ
て
い
る
ゞ
○
‐
昼
①
‐
、
君
‐
儲
喝
己
（
ボ
ン
教
側
の
伝
統
で
は
Ｑ
‐

匡
の
‐
唱
侭
‐
吋
賜
巳
）
に
普
口
‐
医
①
‐
唱
侭
‐
Ｈ
賜
巴
と
い
う
名
を
与
え
、

第
九
位
に
お
い
て
し
ま
っ
た
。
ボ
ン
教
と
土
着
の
第
一
王
と
の
接
触

を
変
え
る
こ
と
を
好
ま
な
い
彼
ら
は
、
従
っ
て
、
第
九
王
普
ロ
‐
昼
①
‐

唱
凋
‐
月
明
巴
統
治
の
世
に
ボ
ン
教
は
伝
え
ら
れ
た
、
と
主
張
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
第
九
王
の
普
口
‐
丘
の
‐
唱
侭
‐
賜
昌
と
い
う
名

は
、
土
着
の
第
一
王
の
伝
統
名
○
早
匡
の
‐
名
ロ
‐
侭
巴
と
ボ
ン
側
に
伝

え
ら
れ
る
第
一
王
の
ゞ
○
‐
号
‐
唱
己
‐
閨
巳
と
を
組
合
せ
で
あ
ろ
う
と

推
定
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
第
九
王
が
一
体
だ
れ
で
あ
る
か
、
即
ち
、
第
八
王
の

子
供
の
ど
の
人
物
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
切
胃
鼻
及
び
目
○
口
閉
凰
旦

の
見
解
を
否
定
す
る
の
が
、
本
論
文
の
前
半
で
あ
る
。
即
ち
目
Ｅ
］

国
口
の
侭
資
料
に
も
と
づ
い
て
嗣
四
。
ｇ
等
は
、
第
八
王
に
は
二
人
の

子
供
が
い
て
、
そ
の
う
ち
の
蟹
た
ぽ
首
が
鋪
九
王
に
な
っ
た
と
し

た
。
し
か
し
、
資
料
に
み
ら
れ
る
］
侭
い
○
及
び
己
と
い
う
二
つ

の
言
葉
の
読
解
を
手
が
か
り
に
第
九
王
は
蟹
片
身
』
で
は
な
く
、

ｚ
覇
‐
昏
豈
で
あ
る
と
し
た
。
尤
も
、
他
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
第
八

王
に
は
三
人
の
子
供
窃
冒
☆
画
風
』
ｚ
看
‐
穴
冑
】
》
国
冨
‐
医
員
）
が
い

て
、
そ
の
中
の
国
苫
‐
丙
置
凰
が
即
位
し
た
と
い
う
。

⑲
一
○
四
二
年
に
シ
国
殴
が
到
着
し
、
十
一
世
紀
末
に
は
佛
教
に

三
つ
の
分
派
が
生
じ
た
。
そ
の
う
ち
、
ｍ
百
々
！
同
堕
且
‐
恩
を
ひ
き

い
た
冨
胃
‐
冨
に
つ
い
て
、
史
書
は
、
彼
が
イ
ン
ド
へ
留
学
し
た

こ
と
、
ｚ
自
○
ｇ
の
も
と
で
学
習
し
た
こ
と
、
冒
胃
Ｉ
図
の
高
弟
が

旨
邑
曾
‐
国
い
‐
宮
で
あ
る
こ
と
、
高
僧
で
あ
り
す
ぐ
れ
た
翻
訳
官
で

あ
っ
た
等
を
、
宗
教
面
で
の
偉
大
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す

る
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
の
論
文
は
、
旨
匡
騨
‐
旨
い
も
魚
の
伝
記
を
も

と
に
、
昌
閏
‐
冒
が
宗
教
面
だ
け
で
な
く
、
政
治
面
に
も
多
大
な
関

心
を
寄
せ
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
目
胃

Ｆ
Ｏ
Ｃ
巴
国
凋
①
日
○
日
ｏ
勺
①
己
且
（
中
央
統
一
政
府
が
存
在
し
な
か
っ

た
少
．
己
震
甲
忌
ミ
を
意
味
す
る
）
の
実
態
を
理
解
す
る
一
手
が

か
り
を
与
え
ん
と
し
た
。

そ
の
一
つ
の
具
体
的
な
事
件
と
し
て
、
彼
に
よ
る
陣
Ｐ
”
‐
ｇ
巨
閏
‐

侭
ロ
‐
昏
品
と
い
う
冨
胃
‐
冒
の
息
子
の
た
め
の
九
階
だ
て
の
城
塞

の
建
設
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
の
城
塞
は
、
半
ば
構
築
し
て
は
く

ず
す
と
い
う
こ
と
を
三
度
も
お
こ
な
い
、
結
局
、
要
地
目
胃
⑦
留
め

国
く
閏
の
峡
谷
に
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
、
隣
近
の
支
配
者

（
も
菌
‐
蔚
冨
目
）
の
眼
を
く
ら
ま
せ
、
そ
の
要
地
の
支
配
権
を
得
ん
と

す
る
弓
胃
‐
園
の
政
治
的
意
図
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
論
文
は

結
論
を
下
し
て
い
る
。

⑳
旨
。
烏
と
息
四
目
餌
と
は
、
内
容
上
大
き
な
相
違
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
西
洋
人
に
は
そ
れ
ら
が
同
一
視
さ
れ
誤
解
さ
れ
て
い
る

と
チ
ベ
ッ
ト
人
は
指
摘
す
る
。
門
四
目
四
（
囚
幽
‐
日
四
）
は
め
犀
．
の

⑦
胃
ロ
．
ロ
ヰ
自
秒
に
相
当
し
、
宗
教
儀
式
を
司
る
人
が
と
く
に
含
意
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さ
れ
て
い
て
、
化
身
で
な
け
れ
ば
、
Ｆ
四
日
秒
と
は
よ
ば
れ
な
い
と
彼

ら
は
い
う
。

チ
『
、
ヘ
ヅ
ト
ヘ
佛
教
が
到
来
す
る
以
前
に
、
旧
騨
自
四
は
、
淳
①
ｏ
①
耳
○
Ｈ

又
は
卑
昌
①
黒
の
い
み
で
用
い
ら
れ
、
又
ボ
ン
教
で
も
国
一
①
黒
の

意
味
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
佛
教
到
来
に
際
し
て
も
、
ｏ
ｐ
２
に
対

し
て
そ
れ
を
適
用
す
れ
ば
足
り
た
わ
け
で
新
造
語
の
必
要
は
な
か
っ

た
。
歴
史
的
に
初
め
て
、
《
自
騨
日
い
〕
〕
が
Ｈ
ｇ
ロ
目
蟹
目
ｇ
ｏ
菌

に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
と
き
、
そ
れ
は
彼
の
師
事
し
た
旨
昌
魚
国

冒
儲
曾
愚
を
指
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
国
］
（
昼
冒
昇
勺
風
①
黒

の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
の
は
弓
且
白
色
２
日
目
四
ぐ
四
に
対
し
て
が
最

初
と
さ
れ
る
。

９
．
Ｚ
．
○
凶
】
旨
色
“
《
《
目
冨
伊
四
目
四
》
｝
．
駒
ミ
ミ
曽
旦
国
富
貫
磑
芋

ご
○
］
・
自
）
い
］
④
③
①

⑳
属
冒
］
ｎ
画
秒
旨
い
餌
ロ
ロ
団
昇
ご
印
画
且
蕨
“
ゞ
坐
昌
宮
ミ
ミ
ミ
吻
官
ざ
葛

曽
艶
守
句
卦
尋
罵
．
の
①
砂
斤
庁
］
の
〉
旨
＠
ｍ
』

こ
の
本
は
目
ご
言
贄
の
教
授
の
監
修
、
星
ロ
嗣
酔
の
財
政

的
援
助
の
も
と
に
、
近
代
の
言
語
学
の
方
法
論
を
用
い
て
で
き
あ
が

っ
た
口
語
教
本
で
あ
る
。

働
昌
○
言
侭
。
冒
口
の
大
家
ｚ
呼
弓
の
は
、
昨
年
度
で
定
年
退
官
し
、

後
任
と
し
て
東
京
か
ら
岡
田
英
弘
氏
が
む
か
え
ら
れ
た
。
ｚ
も
○
弓
の

〔
付
記
〕
両
．
９
．
Ｎ
①
教
授
か
ら
の
一
月
八
日
付
私
信
で
次
の
こ
と
が

伝
え
ら
れ
た
。
Ｆ
Ｏ
目
○
口
の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
が
ビ
ザ
の
交
付
を
拒
否

し
て
お
り
、
米
国
へ
の
帰
国
の
見
通
し
は
な
い
こ
と
。
己
５
口
昌
ぐ
．

ａ
Ｆ
閏
〕
の
四
稗
①
Ｈ
で
ご
耐
昌
］
洞
も
Ｈ
ｇ
・
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
国
蒟
詳

本
舎
笥
き
き
司
言
“
蔑
罫
を
校
訂
中
と
の
こ
と
で
あ
る
。

は
、
定
年
直
前
里
嘩
團
更
烏
胃
員
鋺
旦
蜀
員
き
急
（
○
洋
○
国
四
国
‐

鵲
○
昌
厨
》
岳
電
）
を
出
版
し
た
。
こ
の
書
は
、
チ
ベ
ッ
ト
語
か
ら
蒙

古
語
へ
訳
さ
れ
た
目
言
偏
冨
胃
ミ
ミ
ミ
員
の
テ
ク
ス
ト
な
ら
び
に
翻

訳
研
究
で
あ
る
（
但
し
、
チ
等
ヘ
ッ
ト
語
テ
ク
ス
ト
は
未
発
見
）
・

く

ぎ
‐
の
ご
ミ
の
蒙
古
人
帯
晩
‐
Ｈ
§
の
ｇ
‐
鴨
に
よ
る
こ
の
蒙
古
訳
は
、

三
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
第
二
巻
の
み
が
保
存

さ
れ
お
り
、
そ
れ
は
同
両
Ｏ
ｐ
ｏ
騨
口
〆
訳
の
○
戸
９
．
泌
昌
‐
瞬
酋
に
相

当
す
る
と
い
う
。

倒
国
目
ｑ
騨
昌
大
学
を
中
心
と
し
た
米
国
の
イ
ン
ド
学
の
動
静
に
つ

い
て
は
次
の
も
の
を
参
照
。

服
部
正
明
「
国
間
ぐ
四
ａ
の
イ
ン
ド
学
雑
記
」
（
イ
ン
ド
学
試
論
集

ｚ
ｏ
め
．
吟
１
９

例
且
．
］
①
Ｐ
口
冒
．
勺
①
目
旨
“
《
《
両
⑦
８
日
宛
屋
閉
菌
ロ
鯉
口
ａ
①
ぃ
○
口

目
胃
３
５
喝
ゞ
〕
（
閉
ミ
ミ
曽
具
国
胃
ミ
Ｏ
亀
．
く
巳
．
］
も
〉
岳
置
）

門 戸
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